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目的 

本研究の目的は、成人知的障害者を子どもに持つ親の障害の捉え方のプロセスを調べる

ことである。なお、障害の捉え方は、成人障害者を子どもに持つ親の内面的な変化だけか

ら見ていくのではなく、社会との関わりの中でどのようなプロセスを経て現在に至るのか

を調べる。その理由としては、先行研究より障害者を子どもに持つ親と社会との関係を調

べる意義が唱えられているが、実証的研究は存在しないためである。 

 以上のことを調べるため、プロセスを見ていくことに特化している修正版グランデッ

ド・セオリー・アプローチ（以下 M-GTA）を分析方法として用いる。M-GTA を分析方法とし

て用いる理由としては、他の方法論での研究よりも、障害者を子どもに持つ親に対して直

接支援する指針を見出すことができると考えられたためである。 

 

方法 

対象は、成人知的障害者を子どもに持つ親（性別は問わない）16名とした。人数は質的

研究の先行研究（例えば樋口，2006、得津，2009）に基づき設定された。成人知的障害者

が利用しているサービスは、対象者によって異なり（例えば、施設入所、グループホーム、

通所施設など）、障害の種類（ダウン症や自閉症等）も問わなかった。成人を過ぎた知的障

害者を持つ親という点のみを条件とした。なお、対象となった親は、知的障害や精神障害

等の診断を受けていない人であった。 

調査は面接によって行われた。面接は研究者が予め用意した質問項目に答えてもらう半

構造化面接を用いた。面接は対象者につき一回行なわれ、時間は約 1時間から 1時間半で

あった。面接調査は研究者が全て行った。 

研究者が予め用意した質問項目、インタビューガイドは、以下の通りである。質問項目

は、障害に対する捉え方を明らかにするため、社会、現在の生活、繋がりに関するものと

した。プロセスを重視するため、以下の質問に対して過去はどうだったのかも聞いた。 

① 成人を過ぎ成長した子どもは社会においてどんな位置づけだと思われますか？ 

② また、社会からどう思われていると思いますか？ 

③ 子どもが今の生活を評価するとしたらどういう評価をすると思いますか？ 

④ あなたは今の生活を評価するとどういう評価をしますか？ 

⑤ 福祉サービスを利用している以外で子どもに関わる集団に属していますか？ 

 

結果・考察 

M-GTA による分析の結果、32 の概念が生成された。生成された概念を、類似性の観点

からいくつかのカテゴリーに分類していった。カテゴリーは、【障害者を子どもに持つ仲間】、

【福祉社会】、【家族社会】、【出来事】、【一般社会】、【親子社会】、【不安要素】、【心理変化】、

【親＋α】、【障害を持つ子どもの力】という 10個が生成された。また、各カテゴリーは、

いくつかの軸で考えることができたので、その軸をコアカテゴリーとした。コアカテゴリ

ーは、＜社会＞、＜子どもの状態＞、＜心理プロセス＞、＜障害者を子どもに持つ仲間の

力＞、＜親＋α＞、＜出来事＞という 6 つから構成された。 

本研究の結果は、成人知的障害者を子どもに持つ親と一般社会との間に心理的距離と物

理的距離のどちらも離れているということを浮き彫りにした。そして、福祉社会について
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も、今後期待される働きは多くあるものの、現実的に障害者を子どもに持つ親にとっては

重要な位置と思われていないことがわかった。その分、重要な役割を担っていたのが、障

害者を子どもに持つ親の仲間であり、社会との距離を適切に取ろうとする働きを後押しし

ている。また、障害者を子どもに持つ親の仲間は、親の心理変化に多大な影響を与えてお

り、不安要素を軽減していることもわかった。障害者を子どもに持つ親を支援するという

視点に立つ場合、この障害者を子どもに持つ親の仲間の力を見習う必要があり、この力の

さらなる分析の上、福祉社会や一般社会がこれを担うことができるのかどうか検討するこ

とが今後の課題であろう。 

 また、本研究の対象者は、成人知的障害者を子どもに持つ親であったが、実際には母親

のみであった。母親ということもあり、愛着や母子分離等の課題が出てきた。家族社会が

大きな役割を果たしているという本研究の結果から、今後は父親を対象として、同様の調

査をした上で比較検討することも重要である。また、きょうだいに焦点を当てた調査を行

うことで、家族支援のヒントを得られるかもしれない。 

 本研究の課題としては、直接支援するための指針を検討してきたものの、社会との関係

性というマクロな視点での分析を行ったため、支援の具体性に欠ける点である。ただし、

大枠で捉えることができたため、支援の方向性は確立できたのではないかと考える。今後

は、この結果をよりミクロな視点で調査し、障害者を子どもに持つ親の支援に結びつける

ことが求められるであろう。 
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